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新
し
い
年
を
迎
え
て倶

知
安
町
農
業
委
員
会

会
長

大

橋

章

夫

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
竜
巻
、

記
録
的
な
猛
暑
が
、
日
本
列
島
を
襲
い
、
全
国
各
地
で
、

悲
惨
な
被
害
に
み
ま
わ
れ
る
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、

北
海
道
内
に
お
い
て
も
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
な
ど

の
被
害
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
道
内
の
農
業
者
に
と

つ
て
は
、
春
先
、
気
温

が
上
が
ら
ず
に
、
雪
解
け
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
作

付
け
が
終
わ

つ
た
頃
か
ら
は
、
天
候
も
回
復
し
、
順
調

に
暑
い
夏
を
乗
切
り
、
実
り
多
い
秋
の
収
穫
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
農
家
に
と

つ
て
の
気
懸
か
り
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加

の
席
に
着
い
た
こ
と
に
よ
り
、
不
当
な
要
求
圧

力
を
国
が
ど
う
対
処
す
る
か
に
懸
か
つ
て
お
り
ま
す
。

聖
域
と
し
た
農
産
物
の

「重
要
５
項
目
」
を
国
は
関
税

撤
廃
か
ら
外
す
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
加
盟
国
の

圧
力
が
強
く
難
航
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
規
制
緩
和
に
よ
る
食
の
安
全
が
保
障
さ
れ
て

い
な
い
今
、
国
の
対
応
し
だ
い
で
は
、
こ
れ
か
ら
先
の

日
本
の
農
業
に
ど
れ
だ
け
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
か
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
に
よ
り
、
今

後
の
農
業
情
勢
が
、
ど
う
移
り
変
わ
ろ
う
と
、
農
家
は
、

生
産
性
、
品
質
の
向
上
に
努
力
し
、
安
全

・
安
心
を
基

本
と
し
た
農
産
物
の
提
供
が
、
農
業
者
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
と
し
て
遣
進
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
農
業
委
員
会
は
地
域
と

一
体
化
し

た
活
動
を
推
進
し
、
本
町
農
業
振
興
発
展
の
た
め
日
々

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
心
身
と
も

に
健
康
で
ご
多
幸
の

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。



町長に「農業施策に関する建議書」を提出しま
|し

だ

平成 26年度倶知安  業振興施策に関する建議内容

基幹産業である農業を守 り、安心 して営農が継続できるよう、効果的で継続性のある農業経営施策の実現に向けて、国・道及び関
係機関に対して、支援策予算の確保等の要請をされますよう、農業委員会等に関する法律第 6条第 3項の規定に基づき建議いたしま
す。

1,土地改良事業の推進について

近年、異常気象の影響で、竜巻の発生、記録的な猛暑、特にゲリラ豪雨による洪水、土砂崩れなど、日本列島を襲来 しました。
道内でも、大雨による多大な被害を受けている地域があり、本町においても、雨による客上の崩れや畑に水が流れ込むなど、小

規模ですが、被害が出ている状況にあります。
国場間の格差を解消するため、粘土地帯、排水不良圃場の客土、暗渠排水の整備など透排水性の改善が必要不可欠であります。
気象変動の影響を最小限にとどめ、農作物の安定生産を図るため、国費、道費を活用 した土地改良事業を推進 していただきます

ようお願いします。

2.土づくり対策について

農業者にとって土づくりは、安全・安心な農作物を育てるための基本です。
堆肥・緑肥作物 (景観緑肥)の導入、土壌分析経費等の助成の継続と、増額の検討をお願いします。
また、本町の基幹作物である馬鈴薯のシス トセンチュウ対策に以下の更なる支援強化をお願いします。
(1)D― D薬斉J購入費の一部助成の継続と、一般圃場 (男爵)への薬剤購入費 (ネ マ トリン・バイデー ト等)の一部助成
(2)抵 抗性品種の導入経費の一部助成の継続 と増額
(3)大 和原種圃場の予防対策強化

3.獣被害防止対策について

昨年度より、鳥獣被害防止総合対策事業が実施され、熊や鹿・あらいぐまなどによる食害被害のある農家に対し、電牧柵の購入
費補助が行われ、設置された圃場では一定の効果が確認されています。

しかし、設置された固場を避けるだけであり、さらなる食害被害を軽減させるための方策 として、電牧柵の設置数を増やすとと
もに、箱わなの設置及び猟友会と連携 しての個体駆除など総合的な対策が必要となります。
安心して農作業を行えるよう、獣被害防止対策の強化を是非お願いします。

4.担い手対策について

本町の基幹産業である農業を将来に渡 り支えていく担い手が、安心して農業に取 り組める環境づくりが重要です。
農業経営者の高齢化、後継者不足とい う現状において、新規就農者の育成確保は、農業政策上重要な課題 となっています。
特に、若い力を育てるために情報の提供や各種研修の継続をお願いするとともに結婚対策にも引き続き協力をお願いします。
また、後志管内唯一の北海道立倶知安農業高等学校は、農業後継者育成 と地域農業教育振興などに大きな役害Jを担ってお り、今

後も存続させるようお願いします。

5.TPP関 税撤廃反対運動の強化について

農林水産省の試算では、TPP交 渉参加国に対して関税を即時撤廃 した場合、安価な外国産品の流入により日本の農業生産額は
3兆 円減少。このうち 8割 を重要 5項 目が占めてお り、関税撤廃の影響が大きいと見られていることから、自民党は関税見直しの
方向性を打ち出そ うとしています。

自民党の石破幹事長は、農産物は 「聖域」とし、重要 5項 目は必ず守ると断言 していたにも関わらず、自民党内部では、方向転
換しようとしています。

加盟国の圧力に屈し、 「聖域」とした 5項 目の扱いを再検討することは、農業関係者への裏切 り行為であります。
北海道は勿論のこと、地元の農業を守るため、国に対 し、重要 5項 目は、断国として関税を維持するように求めていただくよう

お願いします。

6.原子力発電施設に関する対策について

福島原発事故は、農地の汚染による作付制限、風評被害などにより農業者の経営や生活に甚大な影響を与えたばかりではなく、
消費者へも大きな不安を与えました。

泊原発に置いても、ひとたび事故が起きれば、 30キ ロ国内にある倶知安町でも同じ様な状況に陥ることは十分に考えられるこ
とです。原発事故は、絶対に繰 り返 してはならないものであり、原子カエネルギーに代わる代替エネルギー政策の早期実現と併せ、
既存施設の安全性確保、常に正確な情報の公開を、引き続き国及び道、電力会社に求めていただくようお願いします。

7 農業委員会の体制強化について

農業委員会は、優良農地の保全確保 と担い手の育成などを一層推進することが求められ、農地法等の一部改正等により地域農業
振興における農業委員会の担 う役割が大幅に拡充され業務量が増加 しています。
農地制度を担 う農業委員会活動の充実強化のため人員俸制の整備 と重厚な予算措置を講 じ支援されるようお願いします。
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「市
民
農
田
」
を
見
学
し
て

み
な
さ

ん
は

北
広

島

の

「
く

る
る

の

杜

」
を

ご
存

知
で

す
か

？
敷

地
内

に

農

業
体

験

の

出
来

る

畑
と

農

産
物

加

工
施

設

、
直

売
所

、
レ
ス

ト

ラ
ン

な

ど
が

あ

る
ホ

ク
レ

ン

の
施

設
で

す
。

今

年
７

月
、

私
た

ち
農
業

委

員
は

視

祭

研
修

の
中

で

、

特
に
市

民
農

園

を

じ

つ
く

り
見

学

さ
せ
て
い

た

だ
き

ま

し

た

。

正
直

言

つ
て

、

私
た
ち
は

農

家
な

の

で

、
市

民
農

園
を

借

り
る
と

い

う

点

で
は

ほ

と
ん

ど

縁
が

あ
り

ま

せ
ん
。

し

か
し

、

見
学

し

て

み
る
と

、
市

民

農

園
は

私

た
ち

に
と

て
も
新

鮮
な

場

所

で
し

た

。

そ
こ

に

は
、

区
画
さ
れ
た

畑
を

借

り

て
家

庭

菜
園
を

楽

し
ん
で

い

る

人

た

ち
が

い

ま
す

。

き

れ
い
に

除

草
し

、

整

然

と

野

菜
を

植

え

て
い
る

人
も

い

れ

ば

、
草

と
作

物
を

共
存
さ

せ
自

然

農

法
を

し

て
い

る

人
も
い
る

。

借

り

た

区
画
に

１
種

類
だ

け

作
物
を

育

て

る

人
、

借

り
た

け

ど

何

か
の

理
由
で

手

入
れ

さ

れ
な

く

な

つ
た
畑

…
。

そ

し

て

、

隣

り
合

わ

せ

の
畑
の
借

り

手

同

士
で

、

何
か
し

ら

交
流
も

生
ま

れ

て

い

る

と

思
わ

れ

ま

す
。
ま

さ

に

、

農

家

の
縮

図
で

す

―
　

市

民
農

園
で

は

い

く

つ

か
ル

ー
ル
が

あ
り
ま

す
。

ト

ウ

モ

ロ

コ
シ

は

、
花

粉
が

混

じ

つ

内

日
　

や

よ

い

て

し

ま

う

と

実

の
色

に

影

響

す

る

た

め

、

黄

色

の

ト

ウ

モ

ロ

ヨ
シ

し

か

育

て

ら

れ

な

い

こ
と

や

、

草

の

後

始

末

に

つ

い

て

な

ど

で

す

。

畑

を

荒

ら

し

て
ご

近

所

に

迷

惑

を

か

け

な

い

よ

う

に

、

最

低

限

の
管

理

は

し

な

い

と

い

け

な

い
よ

う

で

す

。

見

学

し

た

の

が

初

夏

だ

つ
た

の

で

、

そ

れ

ぞ

れ

の

畑

で

野

菜

た

ち

は

美

味

し

そ

う

に

実

つ
て

い

ま

し

た

。

収

穫

す

る

瞬

間

が

、

き

つ
と

感

動

な

ん

で

す

よ

ね

。

見

学

を

終

え

、

強

く

感

じ

た

の

は

、

自

宅

で

畑

が

持

て

な

い
方

に

と

つ
て

は

、

市

民

農

園

は

、

暮

ら

し

の
中

で

い

ろ

い
ろ

な

楽

し

み

を

得

ら

れ

る

空

間

に

な

つ
て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

い
う

こ

と

で

す

。

作

り

手

の

い

な

い
農

地

を

畑

と

し

て
利

用

で

き

、

し

か

も

市

民

に

喜

ば

れ

る

と

い

う

点

で
、

私

た

ち

農

業

委

員

に

と

つ

て
、

大

い

に

参

考

に

な

り

ま

し

た

。

市

民

農

園

が

あ

つ
た

ら

借

り

た

い
な

と

い

う

方

、

是

非

発

信

し

て

下

さ

い

―

　

も

し

か

し

た

ら

、

自

分

の
手

で

、

安

心

・
安

全

な

野

菜

を

作

れ

る

畑

を

借

り

ら

れ

る

日

が

、

来

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

よ

。

秋晴れの もと、農産物即売会が開催 されま した !

「農業委員会への届出」が必要です !

農地を相続 した ときは

含む )

の
委
　
　
を

次
業
　
　
贈

に
農
　
　
遺

ず
は
　
　
括

さ
き
　
　
包

要
と
　
　
・
割

を
た
　
　
割
分

可
し
　
　
分

・

許
得

。　
産
併

の
取
す
　
遺
合

法
を
で
　
＜
の

地
利
要
　
続
人
効

農
権
必
　
相
法
時

の
が
　
０
●
●

地
出

農
届

で
に

品口
△
式

理
員

知
す

い

を
ま
さ

と
い
下

こ
て
せ

た

つ
わ

し
な
合

得
と
い

取
内
問

を
以
お

利
月

ヘ

権

ケ
会

は
０
員

け
１
委

届
ら
業

お
か
農

点ヽ
は

お
時
く

な
た
し

つ
詳

「農産物即売会の様子」



農業委員選挙
選挙人名簿搭載の申請

業

。
す

農

す
当

に

ま
該

日
り
に

方

い

る
願

れ

お

さ

を

１
お
基
　
当
き

月

て
を
　
該
続

１

つ
請

　
に
手

年

行
申

。
た

で

毎

を

の
す
新

局

ヽ
査
年
ま
や
務

は

調
昨

い
方
事

で

の

ヽ
て

い
会

会

格

は
し
な
員

員

資
紙
布

い
委

委

挙
用
配

て
業

。

業

選
請

に

い
農
す

農

員
申
方

届

ヽ
ま

委
　
る
　
は
し

歳

　

い
生

０

０
　

て
業

６

２
　

し
農
間

ヽ
　
作
＜
年

在

　
耕
族

で

現

　
を
親
＞

人

日
　
地

の
む

る

１
　
農

居
含
者

す

３
　

の
同
を
事

有

月
　
上

は
員
従

を

３
　

以
た
成
作

て
　

所
年

　

ル
ま
構
耕

べ
　

住

６
人

一
者

の
の

す
　

に

２

の
ア
営

人
上

の

。
内
成

上

０
経
法

以

次
す

町
平

以

３
る
産

日

で
○
○
　
○

◆ に該 当す る農 業 者 が対 象

7(直 通 )

局

０

務

８

事

一

せ
会

６

わ
員

５

合

委
い
業

話

問
農

電

◆

農 業 委 員 会 活 動 報 告
(平成 25年 7月 ～ 25年 12月 )

1

3

8

農業委員会協議会視祭研修会

第 8回農業委員会総会

山麓地区農業委員会協議会研修会

農地利用調整会議 (3班 )

第 9回農業委員会総会

農地パ トロール (利 用状況調査等 )

第 10回農業委員会総会

第 11回農業委員会総会

第 2回広報編集委員会

第 1回農業振興委員会

後志地方農業委員会連合会視祭研修

農地利用調整会議 (1班・ 2班 )

平成 25年地区別農業委員等研修会

農地利用調整会議 (2班 。3班 )

第 12回農業委員会総会

建議書提出

農地利用調整会議 (2班 )

農地利用調整会議 (3班 )

農地利用調整会議 (2班・ 3班 )

農地利用調整会議 (2班 )

第 13回農業委員会総会

7月 8日

1日

1日

9日

8日

8日

7日

9日

9日

9日

7日

8日

9日

0日

7日

8月 1

2

2

9月 2

10月 2

2

2

11月
1

1

2

2

12月 10日
11日
17日
24日
27日
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購読料 :月 600円 [送 料、税込み ]

全国農業新聞 を購読 しませんか ?

統念思暴養君甲唇屋嚢蒸督舎:骨箱馨警ア
である農業委員会系

にま醤刊キR雪甲岳
生かし、情報がわかりやすいよう解説的

が桑をぁ誓墨望蓄柔皇官唇振冒昇ン
て頂けるよう、家族全員

実庭畳栃t盆昌あ発賢環層盪垢2晃香尿峯昌鮮鬼戦葱皆 ヂベント情報などの提供に努めています。
購読のお 申込は、倶知安町農業委員会へお気軽にご連絡 くだ さい。
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後

記

冬

の
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で
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の
日
採

と
し
て
、
除
雪

に
ご
苦
力

を
さ
れ

て

い
る

こ
と
で
し

ょ
う
。

私
自
身

、
平

い
も

の
で
、
農
苦
委

員

に
重
仕
さ
れ

て
か
ら
２
年

半

が
径

ち
ま
し
た
。
先
革
委

員

の
方

々
に
功

け

て
も
ら

い
な
が
ら
、
今

ま

で
委

員

渚
動
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し

て
き
ま

し
た
が
、
農
苦
委

員

の
テ

務
を
思
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と
、
ま
だ
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だ
カ

不
足

で
、

口
苦

八
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て
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る
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が

本
子

で
す
。

「農
業
委
員
会

だ
よ
り
」

も
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２

口
発
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て
お
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す
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、
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の
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す
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を
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え
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新
た
な
気
持

ち

で

頼
後
り

ま
す

の
で
、
ご
指
導

・
ご
協

力

を
お
願

い
し
ま
す
。《
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